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Neither heat nor cold lasts beyond the equinox 

              

     暑さ寒さも彼岸までと言われますが、桜前線も北上しています。南半球のニュージーランドは 

秋の気配が強くなっているそうで、各地で農業祭なども始まるようです。 

２０１７年度はお陰様で概ね計画通りに実施することができました。 

次年度は、役員改選年でありますので、自薦・他薦を問いませんので今後２年間役員として 

ご協力いただける方は３月３０日までに事務局へご連絡いただきますようお願い申しあげます。 

 

第２６９回例会（会員総会） 

     と き：４月２８日（土）１１時００分～１３時４５分 

          １１時～１２時 会員総会  その後昼食・懇談会 

ところ：中央電気倶楽部 大阪市北区堂島浜２－１－２５  ℡：０６－６３４５－６８７７ 

 

    第２７０回例会（ラム肉例会・調理と試食の集い） 

     と き：５月２６日（土）１０時００分～１３時４５分 

      ところ：こうべ市民福祉交流センター 神戸市中央区磯上通り３－１－３２ 

                        ℡：０７８－２７１－５３１４ 

      

          

                                                                            (２０１７年クリスマス例会) 

                     事務局：〒５５０－０００２ 

大阪市西区江戸堀１－２３－２６ 西八千代ビル 3 階Ｃ 

 電話・ＦＡＸ：（０６）６６０７－２１１２ 

http://nzsocietykansai.com  

E-mail：nzsjk@yahoo.co.jp

http://nzsocietykansai.com/
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■ 第２６９回例会案内（会員総会等） 

 

と き：４月２８日（土）１１時～ 

ところ：中央電気倶楽部 

     北区堂島浜２－１－２５ 

電 話:０６－６３４５－６８７７ 

 

議件 １．２０１７年度事業報告 

    ２．２０１７年度決算報告 

    ３．２０１８年度事業計画 

    ４．２０１８年度収支予算 

    ５．役員選出 

    ６．その他 

昼食懇親会：１２時～１３時４５分 

参加費：４０００円 総会は不要 

 （４月２４日以降はキャンセル料必要） 

出欠返事：４月１７日（火） 

 （同封ハガキをご利用ください） 

 

■ 第２７０回例会案内 

        （ラム肉の調理・試食会） 

 

と き：５月２６日（土） 

     １０時００分～１３時４５分 

ところ：こうべ市民福祉交流センター  

     中央区磯上通り３－１－３２ 

     ０７８－２７１－５３１４ 

美味しく健康に良いＮＺ産のラム肉を調理・ 

試食しデザートのパブロアも楽しみましょう。 

飲み物はご持参ください。 

定員:３５名 締切：５月２２日（火） 

 （同封ハガキ使用時は４月１７日までに） 

協 賛：アンズコフーズ 

参加費：２０００円 

申込み：℡・Fax 06-6607-2112・同封ハガキ・ 

    メール：nzsjk@yahoo.co.jp 

   

 

 

 

■ 第２６７回例会（柿狩り）中止 

 

１１月１８日の柿狩りは生憎の天候不良のため中

止し、申し込みされた方々には前日に電話・メー

ルなどで連絡しました。協会行事で中止したこと

はこれまでなかったようですが、仕方ありません

でした。お弁当手配等いろいろご尽力いただいた

太津さんにお手数をお掛けしました。 

 

■ 第２６８回例会（クリスマス）報告 

 

今回は、会場（神戸外国倶楽部）の都合で平日の

１２月７日（木）に開催しました。食事前のミニ・

コンサートのゲストには京都市立芸術大学の学生

さんお二人をお招きしました。ピアノは大塚昭花

さん、バイオリンは米井遙香さん。おめでとうク

リスマス・アメイジンググレース等を演奏してい

ただき皆さん美しい音色に耳を傾けておられまし

た。最後には、参加者一同でポカレカレアナ・き

よしこの夜を合唱しました。恒例のバザー・プレ

ゼント交換・ＮＺクイズ・ビンゴゲームもあり、

クリスマス例会は和やかな雰囲気のなか終了しま 

した。 

  

                 （会場風景） 

参加者：山下明・外山純・堀江悦子・奥村和彦・中村重夫

井上佳久・山田輝子・塙幸子・宗佐保・小松大氏

西川精一・林園子・林弘子・三浦治郎・牧初代 

正木紀通・石井久行・柳田勘次・中谷紀子・太津 

隆司・松元曻・松元美智子・迫キミ子・山野敏子 

興津芳子・生嶼琴枝・津村政美・平戸ヨウ子 

原貝由美・森川和代・木嶋征久子・吉田多津代 
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我孫子逸香・谷山節子・徳留啓子・鳥越百合子 

野田貞子・羽生淳子・牧野裕子 

 

■ 臨時例会報告 

 

１月２０日午後２時から３時３０分、中央電気

倶楽部で「ニュージーランドあれこれ」をテー

マに開催しました。松元曻副会長は仕事上も含

め６０回前後ＮＺを訪問、山下誠二会員は奥様

との初めてのＮＺ旅行。松元さんからＮＺ建国

前後の状況・日本との総合比較・ワイタンギ条

約などの資料をもとにお話がありました。山下

さんからは初めての旅行なので添乗員付きのツ

アーに参加し８日間効率よく北島と南島を巡り、

ＮＺの美しい自然に感動したお話がありました。

その後ＮＺワインを楽しみながら参加した皆さ

んと楽しい懇談をしました。太津会員からお土

産としてキーウィフルーツをいただきました。

お二人が作成された当日の資料をご希望の方は

事務局へご連絡ください。 

   

               （臨時例会風景） 

参加者：松元曻・山下誠二・山内龍男・武田耕道・山田

輝子・塙幸子・正木紀通・林園子・井上佳久 

     加藤進・北野和夫・林進・太津隆司・石井久行 

 

■ 「日本ニュージーランド協会連合会」 

総会・懇親会（東京） 

 

１２月１日、新八重洲ビル会議室で隔年開催 

の総会が開催されました。会長は足立英雄氏 

（名古屋日豪ＮＺ協会）から奥洞恵子氏（飛騨

高山日豪ＮＺ協会）に交代されました。当協会

を含め１１団体が活動報告されましたが、会員

数の減少・高齢化等共通の課題を抱えています。

しかし、特徴のある活動（武道・華道の紹介・

ラグビ―交流等）を実施している協会もあり、

今後は意見交換などをより深めることになりま

した。夕刻からは、ＮＺ大使館で S.ペイトン大

使のご臨席のもと懇親会があり、当協会から石

井会長・貴志副会長が出席しました。美味しい

ラム肉等の料理とＮＺワインを６５名ほどの出

席者は楽しみ、親睦を深めました。２０１９年

は、中部地区での総会開催が決定しました。 

   
      （石井会長・ペイトン大使・貴志副会長） 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

■ Ｋｉｗｉ的景観論 

 

ニュージーランドの主要都市の空港からなら 30

分、地方都市なら 15分も車で走ればどこでもあの

美しい田園風景、グリーンのビロードのような牧

場と点在する羊や牛馬の群れに出会うことになる。 

もっと注意して風景を見るとそこには視覚に不快

感をもたらすような人工物がほとんどないことに

気が付く。ニュージーランドの自然景観にはおよ

そ視細胞に不快な刺激をもたらすような大きくて

けばけばしい看板、景観に溶け込まない目立った

色彩の建物、山並みの稜線を引き裂くような高層

構築物、ネオンや電飾、こういう類のものはほと

んど見かけない。 

ドライブは好きだから世界のあちこちドライブを 

して回った。アメリカ大陸ならペブルビーチから

南へ太平洋岸沿いの国道 1 号線の海岸道路、ヨセ

ミテ渓谷から標高 4000ｍ近くのタイオガ峠を越



 

 

える山岳道路、英国なら途中ネス湖を眺めるハイ

ランドの道、中近東ではシリアのダマスカスから

パルミラに至る砂漠の道、ヨルダンの標高 1000

ｍのモアブ高原にあるアンマンから海面下 400ｍ

の死海に至る歴史の道は途中モーゼがイスラエル

の民に約束したというカナーンの地が遠望できる

山頂を通る。トルコのアンカラから古戦場ハリュ

ス河を経て古代ヒッタイト帝国の旧都ハットウシ

ャにたどり着く古代の街道。 

 

さて、ニュージーランドの道の景観はといえばこ

れらの道には決して引けはとらない。若い国ゆえ、

歴史的遺産には欠けるが総合すれば世界一流の美

景といっても言い過ぎではないだろう。その特徴

はまずバライテイに富む景観美である。南島なら

比較的小さい地域の中に山岳、フィヨルド、氷河

湖、海岸、星空などの自然美、牧場や森林、ワイ

ナリーなどの二次的自然の美などがすべて見られ

る。第二に景観破壊的、視神経刺激的な人工物が

見事に排除されており特に山脈の稜線を立ち塞ぐ

ような構築物が一切見られないことは素晴らしい。

山には山自体の美しさがあるがそれにも劣らず稜

線美も大切だ。稜線美はフラクタルの美であり、

どこか一か所でも人工物によってそれが妨げられ

たら直ちに人は違和感を抱く。 

 

Ｋｉｗｉたちは当然この稜線美の性質と重要性に

も気がついてそれを守るため様々な工夫をこらし

ているのであろう。しかしこのような景観美の保

護は法律をいくら作っても規制を受ける国民の側

にも同じような美意識がなければどこかで破綻す

るだろう。だからニュージーランドの景観美は法

規制と国民の美意識の両面から守られていると想

像する。 

 

翻って日本の景観を考えるといささか暗然とする。

法規制も粗漏だし国民の美意識もあやふやだ。も  

ちろん日本人一般は自然美を愛すること人後に落

ちない。景観についてもやはり繊細な審美眼を持

っていることは間違いない。古来日本人はフラク

タル的美意識を守るため二つの方法を用いてきた。

その一つは借景である。 

 
菊を採る東籬のもと 悠然として南山を見る。 

 

これは六朝時代の陶淵明の詩であるがこれは古く

から日本人に膾炙されその上漱石が草枕の冒頭に

引用したことからもはや国民的美意識の一部にな

っているといえるだろう。これを景観論の立場か

ら見ればこれはまさに「借景」である。垣の向こ

うには民家があるかもしれない。そこに洗濯物が

干してあるかもしれない。しかし垣がわが庭と南

山の風景を結び付け俗世の光景は消し去ってくれ

ている。これが借景的景観鑑賞法である。しかし

借景はありどこでも使えるもの修景手段ではない。

借景が使えないとき日本人は存在するものを存在

しなかったことにするという感覚操作を行う。た

とえば安芸の宮島に行ってみよう。対岸の渡船の

港を出るとやがて厳島神社の大鳥居と社殿が正面

に見えてくる。しかし残念なことに社殿の左右に

は色も形もまちまちの人家やホテルが立て込んで

いる。宮島に着いて社殿の前から海上を見はるか

すとかの大鳥居が本土側の山並みを背景として悠

然と海に遊ぶさまが見える。しかし背後の山腹に

なにやら真っ白物が見える。写真家はカメラの角

度を工夫して社殿の左右の建造物が映らないよう 

にする。或いはピントを大鳥居に合わせ余分な 

背景はフォーカスアウトしてぼやかす。しかし 

生身の人間にはこれはできないから視細胞に映っ

たものを見えないものとするかなり高度な心理的

感覚的操作を施し自分の脳裏には見えていないも

のとする。これがあるからこそ厳島神社の社殿と

大鳥居は日本三大美景の一つとして我々日本人の

記憶に刷り込まれる。この感覚操作を活用すれば

山脈のフラクタルを乱す高層ビルもネオンの煌め

きもある程度まで消し去ることができる。しかし

Ｋｉｗｉたちは多分そうは考えない。在るものは

在るのであって在らないことにはできない。存在

すべきでない物は断乎として拒否し存在させない。

それによってコストがかっても構わない。自分た

ちにとって重要な、或いは存在意義の一部である  



 

 

景観価値はなんとしても守り抜くという強固な国 

民意志がそこに見える。その結果景観は国民の意

志と厳格な法によって断固として守られる。ここ

に心理操作に頼りがちな日本人との結果の差異が

明確に出てくる。                   （浜中謙治) 

     「季刊サザンクロス三重・春号」より転載。 

            （三重日豪 NZ 協会刊） 

筆者紹介：はまなかけんじ。1937 年大阪市生まれ

1960 年伊藤忠商事入社、在職中アメリ

カ、ソ連(現ロシア)、エジプト、ドバ

イに駐在、同社退職後自営の傍ら世界

シニアホッケー協会副会長などシニア

スポーツ活動に従事。現在大阪府在住 

 

・２年前の当協会の柿狩り例会にご参加、 

 会報２０１７年６月号にＮＺ旅行記を 

ご寄稿いただいております。 

 

■ ＮＺニュース・クリッピング （１１月～３月） 

 

・食肉業界新ＴＰＰ歓迎（１１月１１日） 

   ベトナム・ダナンで開催されたＡＰＥＣに

おいて先進的ＴＰＰ協定が結ばれた。 

   その結果ＮＺの食肉輸出が増加する見込み 

羊肉の９０％以上、牛肉の８０％を輸出し

ているが、国内の雇用増加も期待される。 

 

・ウールの輸出価格急落 

   輸出価格が急落し、羊農家が大きな痛手を

受けている。１０月までに４ケ月の輸出量 

   が前年同期比で１４％増加したが、その価

格が１０％もダウンしている。多くの農家

にとり加工・販売コストの上昇もあり利益

がほとんど出ていないとのこと。 

 

・過去９年で最も低い失業率 

   統計局の発表で、昨年１２月までの４半期

の失業率が４.5%と過去９年で最も低くな

った。しかし、２００７年１２月４半期は

3.3%と比較すればまだ高い。 

 

・クライストチャーチで大規模なカーシェアリ

ング始まる 

   １００人以上の住民が、電気自動車を利用

したカーシェアリングシステムに登録。 

   アートギャラリ―駐車場・ウエストエンド

駐車場・空港の３か所で貸し出しが可能。 

 

・酒の消費量５年で最多 

   アルコールによる健康障害対策団体

（Alcohol Healthwatch）の調べで、昨年１０ 

   月～１２月の４半期に一人当たりの飲酒量

が過去５年で最も多かった。同団体は飲酒

は薬物と同じと捉えており、消費を少なく

するには酒税を増税することとしている。 

   酒の値段は１９８８年に比較すると３０％

安くなっているそうだ。 

 

・ＮＺの海もプラスチック汚染か 

  プラスチック汚染問題に取り組んでいるアメ

リカの５ＧｙｒｅｓがＮＺ国内を調査中サー

フィンで有名な北島のＲaglan 海岸で多量の

プラスチック海洋ゴミの破片を発見したと発

表した。地元民も驚きを隠せないでいる。１

度きり使用のレジ袋が多くの問題を引き起こ

すと警告している。５Ｇｙｒｅｓは、

Greenpeach とマオリのリーダー達と共に、６

万の署名を持って国会へプラスチック袋使用

禁止を訴える予定。 

 

・深刻な季節労働者不足 

  リンゴの産地、Hawke's Bay では深刻な労働

者不足により、収穫のための労働者達が、休

みなく働かされている状況。労働者不足の原

因は不明とのこと。 

 

・ジェイク・ロバートソン、琵琶湖マラソン３位 

（３月４日） 

  ２時間８分２６秒でＮＺ記録を破り初めて参

加した琵琶湖マラソンで３位。 

  この記録は、１９８３年のニューヨークマラ

ソンでロッド・ディクソンが打ち立てたＮＺ

最速記録より３３秒速い。 



 

 

・今年の夏は記録的猛暑 

  気象研究所（ＮＩＷＡ）の報告によると、国

内全体の平均気温は 18.8 度と猛暑の最高記

録であった１９３４－３５年より 0.3 度高い

ことが分かった。Alexandra が１月３０日に

38.7 度を記録、これは１月の気温で３９年来

もっとも高い記録。 

   

・ワイヘキ島でＡｉｒｂｎｂ盛んに 

  ある調査ではオークランドでは１２００軒以

上が通年でＡｉｒｂｎｂに登録していること

がわかった。特に利用率が高いのは観光地と

しても人気のワイヘキ島で、全住宅の３％が、

頻繁に利用している。年間の稼働日は１３９

日、収入は約２７３００ドル。 

 

・タバコパッケージ無地化開始 

  ３月１４日よりパッケージ無地化を開始。今

後、ブランンド名・宣伝ロゴを表示したタバ

コの販売が不可能に。代わりオリーブブラウ

ン色の単色無地のケースとなる。 

  ２０２５年の禁煙国達成への一歩。保健省発

表によるとＮＺ人の１５．７％が喫煙者で、

内４０％がマオリ女性とのこと。 

 

・なり手がない毛刈り職人 

  「ひと昔前と違い、重労働が避けられていま

す。多くの若者が金銭的理由でオーストラリ

アへ行ってしまい、ＮＺで羊毛刈り職人を見

つけるのが難しくなった」とネイピアの職

人・Ｊ．カークパトリックさんは嘆いている。 

 

・オークランドが世界生活環境ランクで５年連続

３位に 

  毎年１４０都市を対象に調査される。１位は

ウィーン、２位はチューリッヒ、その他の主

な都市は下記の通り。 

ミュンヘン４位、バンクーバ―５位、ロンド

ン６位、シドニー８位、ウェリントン１５位、

シンガポール２５位、ニューヨーク４４位、

東京４７位、神戸５０位、大阪６０位、プラ

ハ６９位、ドバイ７４位、ソウル７６位、 

 

             （ＮＺ大好きより） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

■ ご寄稿のお願い 

 

皆様からの原稿をお待ちしています。 

ニュージーランド関係の情報・旅行記等を 

お気軽にお書きください。 

次回の締め切りは、６月８日です。 

 

■ 新会員募集 

 

ニュージーランドに関心ある友人・知人のご

紹介をお願いします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

 

     （クリスマス例会 大塚さん、米井さん） 

 

 

（日本ニュージーランド協会連合会 懇親会） 


